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ソ連邦国民経済における地域計画化

田 中 宏

は じ め に

過度に集中した部門別管理の欠陥を除去して.地方の権限 ･自主性を拡大す

ることを通じて.1957年の経済機構改組は現代的条件のもとでの新しい国民庫

演管理 .計同化制度を創造Lようとした｡準備の慎重さの不足および管理 ･計

.画化の行政的 .官僚主義的性格の温存の結果,全国的規模での部門管坪が欠如

し,単一の技術政策が保障されなかったoLかも地方主義的懐向が発生したo

そのためにこの改観は挫折して,地域別管理制度は廃止された0

1965年の経済改革では,これに替って.部門別管理 ･計画化制度が ｢復帰｣

したoこの ｢復帰｣は1957年以前の制度の単純な復活ではなくて,制度改革の

2っの新しい方向を持っていたoひとつの方向は連邦共和国の権限を引続き強

化することであったが,これ以降,共和国だけでなく地方ソヴニトにおいても,

権限拡大の措置がとられた｡これらの措置はソ連邦国民経済計画化における地

域計画化 (TePp打TOpllaJIbt70e r王nalmpOBaHEle) の新たな展開を保障する条件と

なった｡

他方, ソ連邦共産党第24E]大会 (1971年)では, ｢計画の科学的根拠とその

二均衡を高め,部門計画と地域計画とをもっと適切に組合せ.総合的計画化と国

民経済上の大きな問題の解決を保障する｣1)必要性 が示されたo これによって,

･国民経済管理制度改善の方針の一環として,部門BJJ管理 ･計画化制度のもとで,

地域計画化を重要視する方向性がうちだされた｡

改革のもうひとつの方向は,周知のように,経済的刺激の強化と企業の自主

1) PeLueHm rlaPTHHHTIPaZ)nTeJlhCT】〕afloXOaEiicTBeHHhIMBaTIPOCaM TOMa,州,1972,CTL)SA∃
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性の拡大によって,計画化の方法が行政的方法から経済的方法へ重点移動 した

ことである｡この方向では,東欧諸国における経済改革 とも関連して,管理 ･

計画化論の中で大きな理論的前進がなされたO ｢中央 レベル一 企業｣間の集

権 ･分権の相関関係を視座において,現存の社会主幕諸国の国民経済管理 ･計

画化制度を特徴つけ,その歴史的展開の特殊性を解明しようとする理論がそれ

である2)0

後者に関する研究は多大な研究成果が蓄積されてきているが,フノしシチ ョフ

の地域別管理制度の廃止以降,地域別原理をもつ計画化は,その意義の大 きさ

に見合 う十分な経済研究がされてこなかったと思われる｡地域計両化の規定,

内容,方法,課題も十分に解明されていないC.地域計画化と企業の自主性の拡

大 との関連 も研究が不足 している｡まだ論争点が多 く残されている｡

本稿においては,ソ連邦の代表的な研究者B.C.パブL,ンコ(Ila7LTleHKO)の著

作を主要な素材 として8), 地域計画化論の理論的骨格とそれに触れる実際上の

諸問題を素描する｡ これによって,地域計画化を重視する方向が ソ連邦国民経

済管理 ･計画化に与える理論的寄与とそれが解決しようとする諸問題が明らか

にされるだろう｡また,今後の地域計画化論の発展方向も示酸されるであろう｡
1

Ⅰ 国民経済計画化と地域計画化

ソ連邦国民経済は発展した無数の多部門からなり,共和国,自治共和国,州,

地方,~卜親行政地区二,市などの地域を有機的に内蔵 している｡それは社会主義

的分業と諸資源の効率的な利用にもとづき,連邦全体および各地域のために,

単一の計画にしたがちて各地域の相互に調整された経済発展を保障するシステ

ムでもある4)O この国民経済 システムは,つまり, 部門的多系列 と地域的多段

2) W プル.A『社会主義経済の機能モデ/I,』鶴岡垂成訳,1971年,等を念頭においている.

3) TbBnemOBC.TeppamopLta･abjWeaOmPaCJZe80ehJZaTtuPOeafEae,Nl,1971,〔以下①と
略記〕 Teppumopaa･abTLOeJL･W〟uPOOaFLaCaCCCP,NL,1975.〔以~ト⑧と略記〕パフレンコ
は現在ソ連邦ゴスプランの副部局長の要職についているらしい｡
4) rlaBJlerlKoBCB eOafLÔETLLZPO∂fWXO3RELuCm8efL〟0̂lⅣ0.4m ,GefCCe,((I(OzdMyHIICT》1972,帖
9,cTP73.
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階′そして両者の立体的に交錯した複雑な体系をもっ再生産構造である｡

国民経済管理 とは,社会 とその成員が個人的 ･集団的 ･社会的諸欲求を充足

するという目的をみずか ら設定 して,その達成のための諸 目標 と諸手段を決定

す るとともに, 目的実現のために,このような経済 システムを計画的に規制 ･

調整 ･制御する経済的行為の総和である｡ ここから,その管理構造は多系列的

･多段階的であり, 目的に対 しても多様な関係をもつようになる｡

国民経済管理の巾で小心的位置を占めているのは国民経済計画化であるU

現代における計画化 とは,均衡性と安定性という条件のもとで,拡大再生産

過程 とそれを構成する部門,地軌 経済 .生産単位を制御 し,所期の計画 日原

を最小限の支出で保障するような,総合的で効率的な国民経済の発展を達成す

ることであるO この計画化の在 り方は国民経済管理構造によって規定される｡

第 1回 ソ連邦国民経済計画の内部構造の概略図

計 画 主体 対 象 財 源

連邦ゴスプラン 連邦国民経済全体 連邦国家予算

各総管理局 .計画部 所 轄 部 門

共和国ゴスプラン共和国国民経済共和国国家予算計画 全体と管轄経済

各 省 計 画 各総管理局 .計画部 所 轄 部 門

令級地 (自治共和国) 令 共 各級地方ソlブ工ト

方ソ 州 級 地域全体の経済と管轄 和 予算

ラト紘ノー 地 方 計画香 にある茸整済 国予

発展 下級行政地区 負 辛

計画 ･市 会

技術 .生産 .財務計画 生産計画部 企~業 活 動 企 業 基 金
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それは多系列的 .多段階的な構造をもち,しか も目標実現に必要な計画期間の

時系列にも多様に関係している5㌔ 現在のソ連邦国民経済計画化は,それゆえ,

第 1園のような体系 となっている.

このような計画化体系は,明らかに,2っの原理,つまり音肝l別管理 .言l画

化原理 と地域別管理 .計画化原理の結合様式にしたがって組みたてられているo

地域計画化 とは,地域別管理 ･計画化原理を集約的に体現している連邦共和国,

自治共和国,〟,地方,市.地区の各経済全休に関する計画化である｡この計

画化は国民経済計画化の有機的一環に組みこまれ,部門別系列を横断して組織

化されているD

II 地域計画化の客観的基礎

部門別原理が主導的編成原理となっている現在のソ連邦国民経済計画化にお

いて,地域計画化は ｢主意主義｣的なものではないoそれは客観的基礎に基づ

いている｡

地域計画化の客観的基礎 となっているのは国民経済システムの地域的構造で

ある｡ ソ遵邦には,常に強調されるように,広大な領土があり,その自薦 ･地

域的諸条件や自然資源賦存の諸状況はきわめて多様,不均等である. ここから

｢自然環境の中に兄いだす生産手段や生措手段 も適ってくるO｣6)人間の生活と

生産が人間と自然 との物質代謝を媒介しながらおこなわれるかきり,その経済

システムもこのような地域的白兵覧環境- 地域的物質代謝の,{ランスに規定さ

れるO このような自然環境は地域的横道の基底的前提 となるO

ところで,屯二会的生産は]郎聖的,地域的空間の中で展開されるO社会的分業

紘,一方では苦肝ヨ別分･業の形態をとろが.他方ではそれが一定の地域的空間の

中でおこなわれる限 り,地域的分業を形づ くる7㌔ ｢一国の特別の地域に特別

5) 木原正雄･長砂共編『現代日本と社会主義経済学』下巻1976年,第三篇第-章を参照.
6) 『7/レクス エンゲルス全集』第23a巻,461ページ｡

7) rlaELJleHKOB.C Q)CTP8-15,CoVemaFtaCOmPaCPeeO20 a meppamOPuaJlbftOW nJlafiLt-
poeaFLuP,((BorIPCh19KOHOMItKH》1975,柏 2,cTP･15
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の生産部門を拘束する地域的分業｣8'が成立する｡それは生産力の発展水準と国

際助諸関連,経済統合に規定されながら9), 科学 ･技術の加速的進歩と集中的

国家投資の地域的分配によっても深化 し拡大される｡つまり, これ らの妥凶が

国民経済 システムの地域的構造に作用をあたえる.

地域的分業の発展は生産の地域的集寮と経済の地域的統合を推進 し,各地に

地域 ･生産複合体を形成する｡地域的分業の複雑な構図を表現 している地域 ･

生産複合体の位階的構造が国民経済システムの地域的構造となるt,現在, ソ連

邦においては次のようになっている｡

I:Ⅰ〕 第 1階梯の連邦的 レベルの地域 .生産複合体.それに基礎をお くソ連邦

経済地区｡(9KOHOM耶eCZ(打ePaiioHZACCCP)

〔II〕 弟2階梯の共和国や地方 レベルの地域 ･生産複合体｡それに基づく経済

副地区o(3KOHOMlmeCIMeITOApa蕗omJ)

⊂Ⅲ〕 第3階梯の局地的 レベルの地域 ･生産複合体｡そこに基礎をお く下級経
済地区｡ (rlH30Bhle弧OflOMHtTeCKHepa蕗oHhr)10)

この3重の位階的構造から. しかしながら,地域計画一化の客観的基礎のすべ

てを汲みつ くすことは誤 りであるO

社会的分業のうちで最 も主要なものは都市 と農村の分離である｡社会主義社

会では,資本主義社会から受継いだ郡市 と農村の本質的差異を漸次克服してい

くことが提起されているO との課題は国民経済管理 ･計固化の究極的目的でも

る｡ ところで, この差異の克月臣は ｢た くさんの物質的条件に依存 し,--たん

なる意志によってかなえられないものである｡｣11)長期にわたる社会主義の発展

とともに,克服を可能にする物質的諸条件.文イヒ的諸条件が各地域に.つまり

労働 と生活の場に蓄積されるOこの蓄積が地域的構造の中で重要な位置を占め,

8) 『マルクス.エンゲルス全集』第23a巻,464ページ｡
9) naBJIeHl{013.C.TeppLlmOPELaJTbFIWEZLZmeFEm∂oJZZOCPOZLFLOW n･aafLa,((rlJ]aTIOZ)OeX03がtCT･
J]0》1973,J嶋5,cTP･13
10) rTaBJlerLE(0B.C㊨ CTP.18.① cワp.19-21
ll) 『マルクス･エソゲルス全集』第3巻,46ページ｡
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決定的役割をはたすのである｡

バグレンコと同様に,ほとんどの地域計画化の研究者によって忘却されがち

な都市と農村の分業の全克服過程 こそ,地域計画化の基底的な客観的基礎であ

るo同時にそれは地域計画化の発展の原動力でもあるO

都市 と農村の分離を克服する諸条件が蓄積される地域においては′地域的分

業にほとんどあるいは間者的忙しか依存しない部門や経済 ･社会活動の分野が

存在する'2'Oこの点を労働と生活U)場である地域に視点を据えて考察するなら

ば,それを構成するあらゆる経済的活動は2っのグループに区分されることが

わかる｡つまりひとつのグループは,全国あるいは他の地域の欲求 ･需要を充

足する経済 .生産活動で,地域間的意義を持っているO他のひとつは,当該の

地域内部の欲求 ･需要を充たすもので′地域内的意義を持っている｡前者に関

与するものは.主として,連邦的分業や地域的分業を担 う生産 ･流通 ･分配等

の諸部門である｡これに対して,地方的産兼と住民サービス,インフラス トラ

クチュアなどは後者に入る｡ これらの諸部門は,地域が担う地域的分業とは直

度的には無関係に,住民の消費財,サービスの需要の充足をも含めた地域の経

済全体に関連して,該当するランクの地域経済構造の中で必ず配置されなけれ

ばならないものである 13).

地域内の経済構造の中で重要な位置を占めるインフラス トラクチュアは生産

的 インフラス トラクチュアと社会的インフラス トラクチュアとに分割されるo

生産的インフラス トラクチュアに分解されるものは,全エネルギーの生産 と供

袷.交通,通信,濯概,土地改良,上下水道,物材 ･技術供給などであり,社

会的一般労働手段にほほ相当するものであるo社会的共同消費手段にあたる社

会的インフラス トラクチュアは更に2つに区分されるOそのひとつは勤労者や

住民O-)知的, 肉体的,道徳的活動能力, 労働能力の形成 ･発達に関係する杜

12) Ila】】JTetiT(0B.C.① cTp23
13) 州oxIIHB,CaBeJIbeE)BHanpacJ2eftLtxcol)ePELLelLCm806aftaRmePP〟mOPLLaJlbf10eOrlJlaFtLE･
poeaJLELX,'{rlJlat-OEOeXOBL5lf.cTJ30))1976,旭 8,CTP28-29
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会 ･経済的インフラス トラクチュア (教育,保健,文化等)であるO他のひと

つは生活的インフラス トラクチュアであり,それは日常生活の諸条件の保障に

たずさわ り,人間の再生産一般の諸条件となるOこれに関係するものは住宅 ･

公共事業,小売商業,個人消費に供せられる交通 ･通信,社会保障施設等であ

る14)｡

インフラス トラクチュアは,土地との結合関係が強 く,国民経済計画化では

国定フォンド,基本建設の対象ともなっているOインフラス トラクチュア,特

に生産的インフラス トラクチュアは,国家の部門別計画化が地域計画化に転換

される場合の接合環 としての役割をはたしている｡社会的インフラス トラクチ

ュアの整備は労働資源の地域的配分と社会的諸問題の解決に決定的な影響を与

えているO

近年,地方ソヴェニ ト所轄の1-_業企業の生産能力が拡充され,住民の必需品

に対する地域内生産が高まっているOまた地方計画委員会 と省 ･庁との協力の

もとに,地方原札 廃棄物,地域の予備的生産能力 ･資源と未就業婦人労働資

源とを利用 して,国民消費財の生産も強化されているO住民のための局地的な

消費財生産やサービスの部門も地域の経済活動の中では大きなウェイ トを占め

つつある15)O

以上のような地域の内部構造も地域計画化の客観的基礎となっている｡それ

はまた地域計画化の必然性をも示 しているO

最後に考慮しなければならないのは,地域の構成要素の管理 ･計画化制度と

も開通して,それを総括する国家の地域的分割であるo国家の構成員が労働し

生活するのは,一定の地域であり, この地域単位の:悼みかさねと総括によって

国家の統治 .管理制度は成立 しているO ソ連邦における国家管理は,共和国,

14) XoMeJI月HCK切放 B H CoepêfeftFtuCmeFideFLLPLtPa38umLtgCOEiuaJWftO-3fCOfWMLLtEeCFCOa

〟u如 acmpyNmyPbL,《CepTZ兄9KOHOMtLtZeCKa冗))1977,N91,cTP･44-45･.H(aMⅥtlBHfi如7a一
cmpyNmypa JIPa COqLLaJla3JupC.《BorIPOCEJ37(OHOMHKn))1977,Np2.cTpl15,HeKPaCOBH
H Pe2aOfiaJ2bFLaH ∂〝OfiOJrEuNa,Ni,1975.cTp.33.
15) IlaBJIeHItOBC(彰cTp.52-55･,70.
16) Il8BJIelIIくOBC⑨cTP23,
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州,地方,地区,市などの各級 ソヴェトとそこに配置されている経済機関,企

莱,阻織,団体によって執行されているoそれゆえ,地域言L画化の客観的基礎

は国家管理の地域的分業なしには存在することができないのである｡

これまで検討してきた,地域計画化の客観的基礎となっている各ファクター

紘.相互に連関しながら,全体として地域経折を形成 している｡そ::には.地

域的特性をもった部分濯 済 という性格規定以上の内容 と意義が与えられている｡

かかる地域経済の形成によって,生産的親定だけによる地域 .生産複合体の位

階構造か ら変化して.地域計画化の位階構造は次のようになる｡地域 ･生産複

合体の第 1階梯に対しては連邦共和国が,第 2階梯には主 として州が,第3階

梯に対しては下級行政地区 .市が,地域計画化の主要な環 と対象の地域的枠組

としてあらわれる｡

Ⅰll 地域計画化の対象,課題,意義

地域計画化の主要な環と対象である, ソ連邦の各地域の経済は,閉鎖的では

ないが,ある程度完結した計画的拡大再生産過程を有 しているo地域計I卦化は

この過程を反映している｡

ひとつの部門や一群の小部門に関係する音印可計画化 とは異なり,地域計画化

は当該地域における人間 U)生命 と諸能力 の生産,および地域間,地域内の欲

求 ･需要を充たす生産物の生産に関係する,すべての部門 ･分野の再生産的結

合に従事 している｡この結合は地域における各企業,組織,建設現場の管轄 と

は全 く無関係に実行されなければならない｡それゆえ.地域計画化 とは,対象

の管轄とは無関係に,各地の経済生活,社会生活,文化生活と自然環境保護等

の全範囲を掌櫨しているものと言うことができる17)｡図式化すると第 2図のよ

うになるOもちろん,この中には生産力の配置も含まれている.

地域計画化を構成するものは,①連邦的分巣 全国的な生産 ･流通 ･分配網

17) rla即eHT(0BC CoztemaflZEeUmPaCJZeeOZOLEmePPLLmOPaaJlb〟OeOflJWILaPOea,iLIP,くくBoT.-
EH)CtA9KOHOMltKH))1975,沌 2,CTP19.
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第2囲 地域における再生産図

三富 .資源o)Flow

H一一一日>コントロール作用

rlpo6刀eMbICOLUlaJ)もE10rOrT刀af7E4POBaHHeElrOPOLteHPernOHe,1976,cTp7･をかなり修
正して作成した｡

を担 う諸企業,組織,(彰地方の経済を担 う企業や各種インフラス トラクチュア

であり,④管理 ･計画化主体 としての共和国と地方 ソヴェト(計画委員会),労

働組合,社会固執 文化組織,おi:び計画化 と管理に参加する勤労者や住民で

あるO

全連邦国民経済計画化に有機的に くみこまれている地域計画化の基本的課露

は, ソ連邦の経済発展戦略およひ住民の生活水準の向上 社会的生産の効率の

上昇などの全社会的課題に対する,地域の貢献を可能なかぎり増大させること,

並びにこの点を出発点として,地域の国民経済の総合的な最適発展を保障する



ソ連邦国民経済における地域計画化 (211) 103

ことである10)O生産手段の社会的所有の確立と単一の計画化機構の創出によっ

て,連邦的 ･社会的課題の解決に対する貢献の増大 と地域の発展との間には,

原理的にある一定の条件が満たされるならば,敵対的性格の相関関係は存在し

えないO基本的課題は,国民経済の発展段階と具体的課題にしたがって,更に

具体化 される｡それは①何よりもまず専門化部門の拡大再生産の高いテンポを

侃障するとともに,生産能力をも-ノと完全に利用して,これを基礎に全連邦経

済への貢献を強化すること,①国民経済の種々の部門の均衡的発展と総合性を

強化すること,専門化部門とサービス部門,生産的部門と非年産的部門との釣

合を高めること,伝)生産にもっと経済的な自然資源 (原料,土地,水など)杏

導入することと地方の労働資源の利用を改善すること,④共和国,経済地区で

の生産力の合理的配置.および州,地方,自治共和国.地域 ･生産複合体の計

画的発展とその経済の専門化 と均衡を高めること, ㊥共和国間, 地区間の交

通 ･経済関係の改善 と非合理的貨物輸送の除去,国全体 としての運輸費の削減

を考量すること,恒)連邦管轄企業を含む非生産的分野と大衆需要財の生産を全

面的に発展されること,以上である19)O

具体的課題から判断できることは,やはり,全連邦的部門の専門化 と発展に

その重心が傾斜 していることである｡ しか しながら,一方では,全連邦的な生

産 ･流通 .分配の効率的創出と運営を下からコントロールしながら,他方では,

地域の諸資源を利用 して,そこでの欲求 .需要を充たす生産 とインフラス tlラ

グチュγを発展させることが課題 となっている｡要約すれば,生産の効率 と欲

求の充足が統一的に追求されようとしている｡

ところで,包括的に提示された,このような課題は,共和国か ら下級行政地

区までの各地域のレベルで,内容が異なるU各 レベルの地域経済は.専門化部

門と地域計画化の独自の対象たるイソフラス トラクチ17などの明らかに異な

18) rlaBJ]eIlT(0BC㊨ cTp34

19) NteTOAutle〔KHeyKa3afIM耳KPa3Pa60TKerOCyLLaPCTBet佃bTXTIJIaHOBPa3BHTmfHlaPOLLr10rO

xo3月ficTBaCCCP,州.1974,CTP 5601561
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る種類を持っているOそれらは異なる機能,役割を果す｡一般的に言えば,下

位のレベルに下降する軒こつれて,勤労者や住民の欲求 .需要に十分対応する活

動 と社会的課題の比重が布くなる｡なぜならば,住民に密接 した地域生活では

住民の欲求自身が生産され,この下位 レベルでのみそれに関する情報 を収集し,

計画にそれを入力することが可能であり,また,具体的条件を考慮して計画化

することができるからである｡

広大なソ連邦では経済的諸条件が棒端に多様であるoまた,ソ連邦は多民族

構成国家であり,歴史 ･文化的諸条件も多彩で,各種の格差が存在する｡1917

年以降,この地域的格差を解消するために様 ざまな手段 .方策が実施にうつさ

れてきた｡お くれた地域や民族の工業,経済,文化を発展させるために,国家

計画 と国家財源を通じて,全連邦 と地域の諸資源が再分配されてきたo この発

展をささえる要員,専門家 も嚢成されてきたo このおかげで,東部とヨーロッ

パ部 との間の断層的格差,地域間の経済発展水準の相違が歴然 として存在 し

ながらも,労働諸条件 と生活諸条件の地域的差異は解消の方向に進行 して い

る20)0

この点,生産力の配置 .発展シェーマを含む地域計画化は,地域的格差の漸

次的平準化の謀髄を解決する最 も有力な道具である｡都市と農村の分離を克服

する諸条件を計国することによって,地域計幽化は両者の本質的差異を除去す

るとい-')重要な意義を授けられているのであるc

IV 地域計画化の原則と方法,方法論

地域経済の土台の上に,国民経済計画化の有機的一環 として,地域計画化が

成 り立っている｡ この位置規定によって,その原則と方法も規定されている｡

都市と農村の分離の克服という主要な目的と地域的特殊性に1って,この計

20) 格差の解消,平準化の問題については,Po3e叫 eJIhALII･JIMemo∂oノ20之LL月euPaeFtELeaFLLEJl
ypoefieEZpaaea/TILLR 3〟OfEOJWaVeCKLIXPaaO〟OUCCCP,NL,1969.cTP 37166 二才匝剛男
｢戦後ソグェト社会主義における都市と島村｣島崎稔編 『現代日本の都市と農村』1978年所収o
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画化の諸原則は変形されなければならないo この点,共和国の地域計幽化に関

してだけ言えは,それは共和国という性質上,連邦国家計西化に接近したもの

になっている｡

計画化の方法論的原則は. ボ ー ル (13op)によると,礼金主義経済管理の一

般原則に由来 したものとして,①計画化における民∃二的Ffl央集権制,(彰全問題

の決定にあた-,て,政治的態度の優位のもとでの政治と経済の統一,伝)科学的

基礎づけ,(む社会の利益の優位における,社会的,集団的,個人的利益の結合

があげられるOまた計画化にとって特殊なものとして,桓)指導的環節の選定 と

これに基づく比例性の確保,㊥計画の統一性 と総合性の保障,⑦計画作成の単

一性,計画遂行可能性の保障と遂行点検があげられる2】)｡

これらの諸原則のうちで.特に重視され, ここでも検討する必要があるのは,

民主集中制の原則である｡

この原則は, ｢国のさまざまな現場が,さらにはさまさまな共同体が,国家

生活.社会生活,経済生活の多種多様な形態をつ くりあげるきわめて完全な自

由を･.･･前提｣ していると同時に, ｢地方的特性だけでなく.地方的発意,地

方的創意,共通の目的をめざす運動の方途.方法および手段の多様性をも完全

に,また支障なく発展させる････可能性を前提する｣ ものである2ヱ'｡つまり地

方は,その地域に関係するあらゆる問題 とその解決のための手段,梯能を自分

で検討,決定,実施,点検する自由と権利を留保 している｡このように原則が

理解されるならば,中央政府には,地方の自由と権利が範囲とする以外の,少

数だが重要な課題 と機能が残ることになるだろう｡ ここで残った機能は.全国

の ｢基本的な点,根本的な点, 本質的な点での統一｣23)の役割をはたすO ここ

か ら,地域計画化は地域に関係する全ての問題を対象とし,その解決のための

独 自の機能を備えていることが認められるo

21) ボール 『社会主義計圃経済入門』平願利雄,宮下誠一郎訳,1974年,27-36ページ｡

22) JTetm H B.H I7oJIFLOeCO62aTiueCOtLafiefLua,H3皿5.T36.CTP15ト152
23) JTeHHHBHIloJIFLCO6p.colt,T35.I:TP.203.
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このような理解は,地方中心のJE=クショナ リズム的態度ではない｡政治的態

度の優位 と社会的利益の優位の名のもとに,中央政府が集中した政経 と権限の

残 りを,地方的特殊性を考慮する必要上から,地方に分与することである,と

民主集中制の原則を解釈してはならない｡それは転倒 した理解であるO

科学的基礎づけの原則が今日重要な意義をもつのは,地域計画化の土台であ

る地域経済(請)との関係か らであるO

計画の科学件はア ･プl)オl)に設定されるものではない ｡それを高めるため

には,地域経済の科学的分析と総体的な把握を含む膨大な計画準備期の作業が

前提 となるO この点, ソ連の経済科学は明らかに立遅れているnこの遅れを克

服するためには,発行が遅れ,欠陥が多 く,時には存在さえしない地域経済統

計の整備 ･拡充が急務である｡ これに加えて.地域構造分析法と地域経済論の

発展,地域の部門間バランス法や地域間バランス法の改善,地域最適モデルの

創造的発展 生産力配置 ･発展シェ-マの作成,地域政策の改善 (専門化と効

率,総合性,最適性の地域的規定,地区区分の改善等), 地域間題の方法論的

基礎の完成 (燃料, 運輸, 賃金の地域的差別評価の改善等), 地域 ACyや

ACnP の 完成に向けて研究が強化されるべきである24㌔

このような課題を遂行するためには,また,地域計幽化の要員,専門家の養

成が必要であると言われているO計画化 とは国民の労働と創造的な能力 ･エネ

ルギーの総括であり,このことが地域計画化に関しても妥当する以上,勤労者

と住民の地域計画化-の参加を基礎とした専門家の養成が正しい解決策である｡

それゆえ専門家.要員と勤労者,住民の両者の共同作業こそ,その科学性を高

める最大の保障であることを忘れてはならないO

このような諸原則をもつ地域計画化は,異なる経済制度における地域計両,

地域開発プログラムと性格を異にして,指令的 ･義務的である｡この性格はソ

ステム的アブ｡-チや統一的で総合的な方法を利用する可能性を与えている25)O

24) rlaBJIeEIIくOaC･◎ CTP.104-161

25) TanXeCTp37.
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しかしながら,地域計画化の特殊性は,付よりも.計画化の対象たる地域~

単位が国民経済システムのひとつの構成要素 として位置していることに由来 し

ているO地域計画化は国民経済国家計画化とは独立して機能することができず,

その有機的一環に組みこまれているCこのことは(労の単一性と点検の原則を保

障する必要性を示 している｡

ところで,実際の計画化の過程では,有磯的に関連 しているにもかかわらず,

中央 と地方,部門と地域の宥恕的関連が崩れ,それぞれの利害がしばしば対立

する｡このような場合,社会の利益の優位の原則にのっとり,中央集権的計画

化を通じて実現される全国家的利害優先の原則が有効であるとされるOだが,

バイカル潮の汚染例からも26),事克削ま簡単でないことがわかる｡たしかに,也

域的最適の単純な集合は国民経済的最適 とは一致 しない｡ この点から.地域計

画化の基本的基準や指標に国民経済的観点も据えられる必要がある｡しかし,

この必要性を認めたとしても,ひとつの重要な問題が残されているoパイカ/レ

湖の例か ら言えば,行政と管理の ｢役人｣の在 り方,制度の欠陥,民主主義的

伝統の欠如などをここでは問わないにしても,自然資源 (水,土地,空気を含

む)および中央と地方の諸利害の経済的評価の算定方法の完成と評価算定主体

をどこにお くかという問題は解決される必要があるoそのため,経済的横軒,

経済的刺激の社会主義経済制度:の完備 も必要 となる27)0

地域計画化の方法は.地域という特殊性を考慮して,国民経済計画化の基本

的方法が適用されるo従来からのバランス法や比較ノル-チーフ法が応用され ,

予測化.モデル化.最適計画北,長期計画化の諸方法が開発中であるo

これ らの方法に関係して欠落 しがちな点は,地域計画化の対象を構成する2

つのグループの機能が相違することによって,計画化方法の基準 も異なるとい

26) M L ゴ--ル ド7ノ 『ノ連邦における環境汚染』都留重入監訳,1976*,6章参鳳,具体的諸

27) この点 ゴ77ソの提案 『公害税』は興昧深い｡宮鍋峨 ｢ソ連経済と自然資源使用料｣ 『経済

研究』γol26,No2,171-173ページ｡ro中MaH I(･r･∂NOftOJWLL̀ECC〝a.qOqeTEJJa TapuPO∂FlbLX
pecypcoeeyCJ108uHJCCOEiLLaJ7aCmaVeCfr0虎 a〟ofWnEE〟,Nl.1977･
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うことである2且)0

全連邦的分業 と全国的生産 .流通 ･分配を担 う部門や分野は,地域管理機閑

にとって,調整 とコントロール (捷案,勧告,合意,監督)の対象であり,こ

の分野の計画化に関して言えば.その基準となるのは将来においても効率の追

求である｡それゆえ,全連邦的生産の効率が計画化の最適基準でもある｡ しか

し,それは地域計画化全体の唯一の基準ではない.

地域計画イヒにおいては,前述のように,連邦的生産に対する地域の貢献 (効

率)を高める目的で,地域経済の総合的 ･均衡的発展と資源,可能性,利害と

が調整されるO全連邦的部門も. もちろん.その対象から除外されていないO

この調整機能を正常に稼動させるためには,全連邦的部門 ･企業の専門化を完

成させると同時に,地域にとって重要な諸部門の計画化方法を改善することが

必要であるO

このような部門の中で重要なものとなっているインフラス トラクチュアは,

地域における諸資源 (労働資源,自然資源など)を経済循環の中にみちひき入

れる媒介環の役割を果 しているOそして,この循環に導入された諸資源は連邦

的企業と地方企業によって利用されるC,そのため,連邦的企業の生産 ･消費能

刀,地方的企業の生産 ･消費能力,社会的インフラス トラクチュアの活動能力,

生産的インソヲス トラクチュアの情動能力, これ ら4着の間の,計画的で釣合

のとれた発展を保障することが地域言r画化の方法の主要基準である. このバラ

ンスが崩れるならば,部門計画と地域計画の合理的結合の破壬乱 中火と地方の

対立,環境破壊,社会問題が発生する｡地域の総合的発展計画では,地域全体

の住民と経済の欲求 .需要を充足することが計画化の主導的環節であるOそれ

ゆえ,ここでの最適基準は地域経済全体の需要の充足であり,それに適合した

バラ-ソス法などの計画化方法が必要である｡

生産力の発展にともない,生産と生活の社会化は進行する｡社会主義社会に

28) llIHnrlePP YICuo∂FWeIZJZaFLLBPOUa〃ue FLaPO∂fEOZO XOERaCmea O6JZLICmaaPaaOfW,

州,1972,CTP12シニベルもパプレ/コ同様明確な区分があるわけではない｡
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おいては,生産的 ･社会的インフラス トラクチュアの創出は,社会化水準の発

展と釣 り合った形でなされることが可能であるoなぜならば,生産手段,とり

わけ土地の社会的所有制と計画化機構が存在するために,それ らに対する祉会

的必要量が計幽的に予測可能であり,それに必要な諸賢源を当該分野に前もっ

て分配することができるからである｡

ところが,一国社会主義 (執後は冷戦社会主義) と出発点における後進性と

いう2重の特殊性-制約条件のもとで,ソ連邦は極度に重工業優先型のT業化

路線 をとりつづけてきたOこの路線の持続を保障したものは,社会的 ･生産的

インフラス トラクチュアの国家的集中とそれによる藷資源の ｢無制限な｣利用

であるC,現在のソ連邦においては,労働資源と安価で近距離,しかも無尽蔵な

原 ･燃料資源の ｢枯渇｣, 国民生活水準 の向上の必要性の結果,この路線の方

向転換が差し迫った課題となっているD

全連邦 レベルでの都市と農村の分離を前提 として保持 し続けながら,生産力

の全国的再配置による重工業優先型の工業イヒ路線をとりつづけてきたことは,

連邦的 ･地域間的企業の生産 ･消費 と地域的生産 ･消費との間に一定の不釣合

を発生させた｡大都市への企業の集中化 とそれによる都市開発費の上罪,空気

･水 ･貯水池などの外的環境の悪イヒ,労働資源 ･水資源 ･土地などの不足傾向,

一人当 り農地の絶対的減少,公共住宅 ･学校 ･病院 ･児童施設を後回しにした

劇場 ･官庁建物の優先的建設,新規企業の操業開始 と関連の生産的およひ非生

産的諸施設の建設 との非同時性,シベ リア,北部の新開発地域の住宅 ･文化施

設の極度な不備などの欠陥があらわれてきているO新型横桟等が開発地の天候

･自然条件に適合していない場合もたびたびある｡東部 とヨーロッ/1部との間

の交通-経済関係がもつアンバランスも将来に多大な問題を残している29)O

このような欠陥,部門計画化の弱点を克服することは地域計画化が提唱され

29) naBJIetlKOB C･㊨ cTp72-73･AfCmyaJlbTLueeOnPOCumePPLLmOPLLa,GbfWZO 〝,GaftaPO-
eaTt払方,《nJIaHOBOe:く03月銃cyBa》1970,JG9,cTp67-68.など様々な論者の文献で欠陥については
ふナしられている｡
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碓 じめた大きな理由のひとつである｡地域計画化に先の2っの最適基準とそれ

らに適 した計画化諸方法を塵えさせることも,克服のひとつの重要な道であるO

.経済地区区分 (9fCOHOMHtZeCf(OepaiiormpoBatlFle)は地域計画化にと･'て独自

な方法である30㌔ その完成は,地域計画の中に地域的差異.特性,利害をもっ

と完全に反映させるの忙役立っはヂである.また,ソ連邦経済発展戦略と計画

期間の長短によって経済地区区分は変化する｡現在のソ連邦では,経済地区区

分 と行政地区区分とを一致させる方向と新 しい地域 ･生産複合体を複数の地域

･行政地区の上に創出する方向 (あるいはその道の方向)が存在するO後者の

場 合,住民や地方ソヴニ トの下からの参加 ･コントロールが疎外されないよち

やこ十分配慮が必要となるO

ところで,地域計画化の方法論的基礎は社会主義政治経済学に基づいたソ連

邦国民経済計画化一般理論であるとされている｡この規定はあまりに一般的す

ぎるO 残念ながら, 今日までの ソ連邦では,｢公認された地域計画化の方法
論｣は存在しない31)D現在の地域計画化論は,従来から研究がさかんで,重要

な成果を残 してきた生産力配置論 と経済地理学の両者に基礎をおいているよう

オこ思われるO

ここでは経常,中期.長期の地域計画の具体的編成の分析には立ち入らない

が,方法論的基礎の弱点とも関連 して,地域計画の編成は十分成功していない

ようであるO特に地方ソヴェトで作成される地域計画は,部門計画の課題や指

原の ｢概要｣｢寄集め｣に すぎないことが 指摘されている82)｡このような現状

の原田には次のことが考えられる｡つまり第 1に,地域すこ配備された企業等と

上級計画機関が通知 .提示する計画指標等に関する資料が盾葱性不十分あるい

30) rlaBJlellf(0BC⑧ cTp.226-228.
31) 3eIItJCIIKOH･CoLLCmaft〟eOnZPaCJZeeOZOamePPa/7秒PuaJeb/iO～O rEj3ufLEIPOUaFtaR.《nJIaHO･

BOeXO351nCTBO》1976,拍 7,CTP.ll.

32) naBnenL(0】〕C① CTP.69,AJteHntleBBHJ2afLaPOeafLaeFlD･m ･aeC〝OW PaBeEZmu.gPPaeB,
06J2aCmeaaaemOTEÔETiuXPeCny6JZuN.((rlJTaHOBOeXO357Li.:TBO》1973.柏 4,cTP･144,TeP-
PamopaaJnFWellJlaflltPOeaft柑-floyPOeeflbCOePeMeZLfLuXBa∂刑 ,OLrlJIaHOI･Oe XO3姐 cTDO))
1976,沌 9.cTp-ll.
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は遅滞,未提出であった りすること.その結果,地方計画機関では十分な検討

をすることが不可能なこと,第2に,地域を諸部門の小集合 としか見なさない

傾向と部門経済論のアナロジーとして地域経済論を考える慣向,第3に,専門

家の不足と地方 ソヴェト.計画委員会のもとでの地域計画化に関する部局の未

確立BS),第 4に,連邦的生産の効率 ･専門化の重点的追求か らくる,地域での

多部門間不均衡を是正する極度の必要性,第5に ,前述のような地域計画化の

方法論の未確立と経険の不足,以上である34)a

このような欠陥をなくする,新たな試みも蓄漬されている｡経済 ･数学的方

法 と電子計算枚の導入もそのひとつであるが,最 も興味深いのは社会 計画化

(collⅥaJlbItOeIIJTaHJ4POBaHFle) である35)0 1966年, レニンクラ- ドの企業連

合スヴ- トラナ (CBeTJIatia)ではじまったこの計画は,生産集団等の社会発展

計画と都市,州.地方などの地域的社会発展計画の2つの発展方向を示してい

る｡

地域の社会計酎 ヒの特徴は.第 1に,地方.現場から発展し,そこで一般化

する作業がすすめられている点,第2に,大学,研究所,連邦と共和国のゴス

プラン.省が参加して,地方の計画委員会のもとで計画が編成されている点,

第 3に,その対象が住民と労働資源, 国民経済, 住民の生活水準, 教育,社

会 ･政治生活の発展と文化,地方国家疎開の活動改善の典型的編i別構成に表現

されているように86',多岐にわた り,計画化が勤労者と住民の労働 と生活の全

範関を包括 している点である｡

生産における最も主要な生産力であり,生産手段の共同所有者である構成員

の知的 ･肉体的 ･道徳的能力と管理能力を発展させ,そのための豊かな生活水

33) 1970年以降.地方計画委員会のもとに,4-5名構成の地域計画化.生産力配置部局 (セクク
-)が設置されはじめた｡

34) 以上の指摘は.rpF16acoBAII7J7aJiaPOeafLae〝0̂mJZetCCfiO20PaaCumLLHO6JeaCmLt,(くrTJ]8-
HOl氾eXO3月血cTEl0》1973,♪血7,CTP.85･.na8JIet-FloちC⑧ CTPllO･fJ:どな参照｡
35) naヨneHKOBC㊨ CTP77-82,⑧ CTP186-190部門計画の地域的断面の改最 生産力配匿･
発展シェIlVの完成も重要である｡

36) Hpo6JZCMW COqLLaJZbfLOW IZJuZltaPOBaFILLRa2020∂cLIPeWOTEC.JT,1976,CTP33
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準を侠障する,本来の社会主義計画化の性格を,この社会計画化は兼ね備えよ

うとしていることが推察されるO現在のソ連邦では,住民の参加など社会主義

的民主主義が形式的であるにもかかわらず87),このような地域計画化O-)発展は,

国民経済管理制度の諸改革とともに,新 しいソ連邦国民経済計画イヒ制度を創 り

出すだろうC,

ま と め

現在,ソ連邦において提唱され.実践に移されている地域計画北の発展方向

を要約すると次のようになる｡部門別国民経済管理 ･計画化制度のもとで,也

域計画化は連邦的生産 ･流通 .分配 とともに,地域における生産的インフラス

トラクチュアと社会的インフラス トラクチュ7,局地的生産物の生産を対象と

しようとしている｡つまり,地域の共同生活に直接,間接に関連するものの計

画化を地方自身が実施 しようとしているo

これ らの対象の多くの範囲は中央政府による計画イヒも論理的には可能である｡

ソ連邦ゐ歴史はこのことを証明しているo しかしながら,それは地方の諸条件

を考慮 しないばか りか,その諸利害を犠牲にする蓋然性を強 くもっているO こ

のような集中は,地域の構成員が自らの ｢文化性 と管理能力｣を回復 していく

のを保障する擬音的ミ,構成員の手から離れて,中央政府のもとに集中されるこ

とを意味するO ここには社会主義社会における ｢疎外｣現象が あらわれてい

る88)O

かつてマ ノレクスは.パ l)･コミュ-ンの]里論的総括をおこない,次のことを

明らかにしたOつまり,各コミューソはコミューンに関係するすべての社会的

共同業務を直接に処〕軍する. このような業=締処理の機構が,コミューンの連合

という形で,下から統合されていけば,中央政府には少数だが重要な,国の-

ェト社会主義国家論｣『現代と思想』1974年12月,No18,89-93べ-i>.
38) 木原正雄｢社会主義と『疎外』J『現代と思想』1971年12月,No6,88ページ.
39) 『.Vルクス エンゲルス全集』粛17巻,315-320ページ,5641566べ-ジ.
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般的で共通の欲求によって必要 とされる諸機能だけが残るこどとなるo これ ら

の機能は民主的な選挙で選ばれ.いつでも解任される官吏によって執行され,

国民の統一は一層強化されると39)a

このような構想を計画化諭の視点か ら捉え直せば,それは ｢下からの計画｣40'

の統合化 とそれによる全国的生産力 ･社会的業務のコソ11I:-ルの計画化機構

と呼ぶことができる｡

ソ連邦においても,その初期の段階でこのような構想がうちだされたU ｢本

質的には.地区のための経済計画編成は,地区自身の管轄でなければならない｡

というのは,地方の諸条件の深い認識 と住民の潰極的参加を雪濠しているから

であり,それなしには計画の作成の実行は実現困難だからである｡このような

地区計画を基礎にして,地区の合理的協力の全般的シューマを確立 して,そし

てわが国の労働力の最大の節約 と様々な地区の白兵無資源の最良の利用のために

必要な他の諸方策 との関連でノ国家電化計画を立案することは,比較的容易に

なるはずである｡｣41)

ソ連邦における地域計画化は,今日的段階において,ゴ-ルロ計凶の当初の

理念的構想を復活しようとするものである｡地方 ソヴェトが実際に ｢ソヴェト

の地域に住む市民の利益にもとづき,地方的意義をもつすへての問題｣42'に つ

いての管轄権,決定権を保持するようになることによって.｢下からの計画｣
の統合化 と現代的生産-JJ･連邦的業務をコントロールする機構を地域計画化は

備えることになるだろ う｡ これが他の諸改革 と結びっ くならば,ここには,現

代的生産力の土台のうえに共同社会を蘇生させるという理念が展開されている

はずである｡

(1979 3 1)

40) 尾上久雄『経済計画と構造的諸改革』1968年.205ページ0
41) BonpocbL∂l{OF10̂iEIWCfl020PaLZoFiLLPOCali〟X.Nl,1957,cTp･9-10 ゴユルロ計匝‖こ関する
興味深い研究には,中江幸雄｢コ-ルL,計画の作成経過と電化構想｣『経済論叢rq第121巻第6号
がある｡
42) 『薪ソ連憲法 資料集』稲子恒夫訳,1978年.146べ一1㌔


